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【公表日】平成28年9月23日(2016.9.23)
【年通号数】公開・登録公報2016-056
【出願番号】特願2016-539623(P2016-539623)
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ   31/00     　　　Ｃ
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   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   49/04     　　　Ｊ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月4日(2017.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリルアミドポリビニルアルコール－コ－アクリルアミド－２－メチルプロパンスル
ホナートヒドロゲルポリマーを含むヒドロゲルであって、
　前記ヒドロゲルポリマーが、１つまたは複数の共有結合した放射線不透過性ハロゲンを
含む放射線不透過性化学種でアセタール化された１，２－ジオール基または１，３－ジオ
ール基を含み、
　前記放射線不透過性化学種が、環状アセタール基を介して前記ポリマーに結合している
、
ヒドロゲル。
【請求項２】
　１つ、２つ、３つまたは４つの共有結合したヨウ素を含むヨード化芳香族基を前記ポリ
マーが含むように、放射線不透過性化学種でアセタール化された１，２－ジオール基また
は１，３－ジオール基を含む、請求項１に記載のヒドロゲル。
【請求項３】
　前記芳香族基が、１つ、２つ、３つまたは４つのヨウ素が共有結合しているフェニル基
を含む、請求項１または２に記載のヒドロゲル。
【請求項４】
　前記放射線不透過性化学種がヨード化フェニル基である、請求項１～３のいずれかに記
載のヒドロゲル。
【請求項５】
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　乾燥重量で１０％超のヨウ素を含む、請求項１～４のいずれかに記載のヒドロゲル。
【請求項６】
　微粒子またはマイクロスフェアの形態である、請求項１～５のいずれかに記載のヒドロ
ゲル。
【請求項７】
　１０～２０００μｍの大きさの範囲の平均径を有するマイクロスフェアの形態である、
請求項６に記載のヒドロゲル。
【請求項８】
　５００ＨＵ以上の平均放射線不透過性を有するマイクロスフェアまたは微粒子の形態で
ある、請求項１～７のいずれかに記載のヒドロゲル。
【請求項９】
　生理的ｐＨで正味電荷を有する、請求項１～８のいずれかに記載のヒドロゲル。
【請求項１０】
　一般式ＩまたはＩＩ

【化１】

の構造を含み、式中、
　Ｘは、１つまたは複数のハロゲンおよび好ましくは１つまたは複数のヨウ素部分によっ
て置換された基であり、
　Ｊは、式－ＣＨ２－の基であるか結合である、
請求項１に記載のヒドロゲル。
【請求項１１】
　Ｘが、式
【化２】

の基であり、式中、
　Ｚは、連結基であるか、フェニル基が前記環状アセタールと結合するよう存在せず；
　Ｚが存在する場合、ＺはＣ１～６アルキレン、Ｃ１～６アルコキシレンまたはＣ１～６
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アルコキシアルキレンであり；
　Ｈａｌは、１つ、２つ、３つまたは４つの共有結合した放射線不透過性ヨウ素である、
請求項１０に記載のヒドロゲル。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載のヒドロゲルと治療剤とを含み、前記治療剤が前記ヒ
ドロゲルのマトリックスに吸収されている、組成物。
【請求項１３】
　前記治療剤が、前記ヒドロゲル内に静電的に保持されており、電解質媒体中で前記ヒド
ロゲルから溶出する、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　放射線不透過性ヒドロゲルマイクロスフェアを作製する方法であって、
（ａ）１，２－ジオール基または１，３－ジオール基を有するポリマーを含む、予め形成
されたヒドロゲルマイクロスフェアを、前記マイクロスフェアを膨潤させることができる
溶媒中で膨潤させる段階と、
（ｂ）膨潤させたビーズを、前記１，２ジオールまたは１，３ジオールと環状アセタール
を形成できる放射線不透過性化学種の溶液と酸性条件下で混合する段階と、
（ｃ）前記マイクロスフェアを抽出する段階と、
を含み、
　前記ポリマーがアクリルアミドポリビニルアルコール－コ－アクリルアミド－２－メチ
ルプロパンスルホナートヒドロゲルである、
方法。
【請求項１５】
　抽出した前記マイクロスフェアを乾燥させる段階をさらに含む、請求項１４に記載の方
法。
【請求項１６】
　反応が極性有機溶媒中で高温にて実施される、請求項１４または１５のいずれかに記載
の方法。
【請求項１７】
　前記放射線不透過性化学種が、アルデヒド、アセタール、ヘミアセタール、チオアセタ
ールおよびジチオアセタールからなる群より選択される官能基を含む、請求項１４～１６
のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記放射線不透過性化学種がヨウ素を含む、請求項１４～１７のいずれかに記載の方法
。
【請求項１９】
　前記放射線不透過性化学種がヨード化アルデヒドである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記放射線不透過性化学種が、ヨード化ベンジルアルデヒド、ヨード化フェニルアルデ
ヒドまたはヨード化フェノキシアルデヒドである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記放射線不透過性化学種が、２，３，５－トリヨードベンズアルデヒド、２，３，４
，６－テトラヨードベンジアルデヒドまたは２－（２，４，６－トリヨードフェノキシ）
アセトアルデヒドである、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　請求項１～１１のいずれかに記載のヒドロゲルまたは請求項１２もしくは１３のいずれ
かに記載の組成物を患者の血管中に投与して前記血管を閉塞する、治療方法。
【請求項２３】
　前記血管が固形腫瘍に関連する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記腫瘍が肝細胞癌である、請求項２３に記載の方法。
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【請求項２５】
　血管の塞栓術に使用するための、請求項１～１１のいずれかに記載のヒドロゲル。
【請求項２６】
　血管の塞栓術に使用するための、請求項１２または１３のいずれかに記載の組成物。
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